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第 1 章

IGMPスヌーピングの設定

• IGMPスヌーピングの前提条件（1ページ）
• IGMPスヌーピングの制約事項（2ページ）
• IGMPスヌーピングについて（2ページ）
• IGMPスヌーピングを設定する方法（9ページ）
• IGMPスヌーピングのモニタリング（25ページ）
• IGMPスヌーピングの設定例（27ページ）
• IGMPスヌーピングの機能履歴と情報（29ページ）

IGMPスヌーピングの前提条件
IGMPスヌーピングクエリアを設定するときには、次の注意事項を順守します。

• VLANをグローバルコンフィギュレーションモードに設定してください。

• IPアドレスおよび VLANインターフェイスを設定してください。IGMPスヌーピングク
エリアは、イネーブルの場合この IPアドレスをクエリーの送信元アドレスとして使用し
ます。

• VLANインターフェイス上で IPアドレスが設定されていない場合、IGMPスヌーピング
クエリアは IGMPクエリア用に設定されたグローバル IPアドレスを使用しようとします。
グローバル IPアドレスが指定されていない場合、IGMPクエリアは VLANスイッチ仮想
インターフェイス（SVI）IPアドレス（存在する場合）を使用しようとします。SVI IPア
ドレスが存在しない場合、デバイスはデバイス上で設定された利用可能な最初の IPアド
レスを使用します。利用可能な最初の IPアドレスは、show ip interface特権 EXECコマン
ドの出力に表示されます。IGMPスヌーピングクエリアはデバイス上で利用可能な IPアド
レスを検出できない場合、IGMP一般クエリを生成しません。

• IGMPスヌーピングクエリアは IGMPバージョン 1および 2をサポートします。

•管理上イネーブルである場合、IGMPスヌーピングクエリアはネットワークにマルチキャ
ストルータの存在を検出すると、非クエリアステートになります。

•管理上イネーブルである場合、VLANで IGMPスヌーピングが無効になっていると、IGMP
スヌーピングクエリアは動作無効状態に移行します。
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•レイヤ 3マルチキャストはサポートされていません。

• MACベースのスヌーピングはハードウェアでサポートされています。

IGMPスヌーピングの制約事項
次に、IGMPスヌーピングの制約事項を示します。

• IGMPレポート抑制は、マルチキャストクエリに IGMPv1レポートと IGMPv2レポートが
ある場合にだけサポートされます。この機能は、クエリに IGMPv3レポートが含まれてい
る場合はサポートされません。

• IGMPの脱退時間の設定は、IGMPバージョン 2が稼働しているホストでのみサポートさ
れます。IGMPバージョン 2は、デバイスのデフォルトバージョンです。

ネットワークで実際の脱退にかかる待ち時間は、通常、設定した脱退時間どおりになりま

す。ただし、脱退時間は、リアルタイムの CPUの負荷の状態、およびネットワークの遅
延状態、インターフェイスから送信されたトラフィック量によって、設定された時間を前

後することがあります。

• IGMPスロットリングアクションの制約事項は、レイヤ 2ポートにだけ適用されます。ip
igmp max-groups action replaceインターフェイスコンフィギュレーションコマンドは論
理 EtherChannelインターフェイスで使用できますが、EtherChannelポートグループに属す
るポートでは使用できません。

グループの最大数に関する制限がデフォルト（制限なし）に設定されている場合、ip igmp
max-groups action{deny | replace}コマンドを入力しても効果はありません。

インターフェイスによりマルチキャストエントリが転送テーブルに追加されてから、ス

ロットリングアクションを設定し、グループの最大数の制限を設定すると、転送テーブル

のエントリは、スロットリングアクションに応じて期限切れになるか削除されます。

IGMPスヌーピングについて

IGMPスヌーピング
レイヤ 2デバイスは IGMPスヌーピングを使用して、レイヤ 2インターフェイスを動的に設定
し、マルチキャストトラフィックが IPマルチキャストデバイスと対応付けられたインターフェ
イスにのみ転送されるようにすることによって、マルチキャストトラフィックのフラッディン

グを制限できます。名称が示すとおり、IGMPスヌーピングの場合は、LANデバイスでホスト
とルータ間の IGMP伝送をスヌーピングし、マルチキャストグループとメンバポートを追跡す
る必要があります。デバイスが特定のマルチキャストグループについて、ホストから IGMPレ
ポートを受信した場合、デバイスはホストのポート番号を転送テーブルエントリに追加しま

す。ホストから IGMP Leave Groupメッセージを受信した場合は、テーブルエントリからホス
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トポートを削除します。マルチキャストクライアントから IGMPメンバーシップレポートを
受信しなかった場合にも、スイッチはエントリを定期的に削除します。

IPマルチキャストおよび IGMPの詳細については、RFC 1112および RFC 2236を参照してくだ
さい。

（注）

マルチキャストルータは、すべての VLANに定期的にジェネラルクエリーを送出します。こ
のマルチキャストトラフィックに関心のあるホストはすべて Join要求を送信し、転送テーブ
ルのエントリに追加されます。デバイスは、IGMPJoin要求の送信元となる各グループの IGMP
スヌーピング IPマルチキャスト転送テーブルで、VLANごとに 1つずつエントリを作成しま
す。

デバイスは、MACアドレスに基づくグループではなく、IPマルチキャストグループに基づく
ブリッジングをサポートしています。マルチキャストMACアドレスに基づくグループの場
合、設定されている IPアドレスを設定済みのMACアドレス（エイリアス）または予約済みの
マルチキャストMACアドレス（224.0.0.xxxの範囲内）に変換すると、コマンドがエラーにな
ります。デバイスでは IPマルチキャストグループを使用するので、アドレスエイリアスの問
題は発生しません。

IGMPスヌーピングによって、IPマルチキャストグループは動的に学習されます。ただし、ip
igmp snooping vlan vlan-id static ip_address interface interface-idグローバルコンフィギュレー
ションコマンドを使用すると、マルチキャストグループを静的に設定できます。グループメ

ンバーシップをマルチキャストグループアドレスに静的に指定すると、その設定値は IGMP
スヌーピングによる自動操作より優先されます。マルチキャストグループメンバーシップの

リストは、ユーザが定義した設定値および IGMPスヌーピングによって学習された設定値の両
方で構成できます。

マルチキャストトラフィックはルーティングする必要がないのでマルチキャストインターフェ

イスを使用せずに、サブネットの IGMPスヌーピングをサポートするよう IGMPスヌーピング
クエリーを設定できます。

ポートスパニングツリー、ポートグループ、またはVLAN IDが変更された場合、VLAN上の
このポートから IGMPスヌーピングで学習されたマルチキャストグループは削除されます。

ここでは、IGMPスヌーピングの特性について説明します。

IGMPのバージョン

デバイスは、IGMPバージョン 1、IGMPバージョン 2、および IGMPバージョン 3をサポート
しています。これらのバージョンは、デバイス上でそれぞれ相互運用できます。たとえば、

IGMPスヌーピングがイネーブルになっていて、クエリアのバージョンが IGMPv2で、デバイ
スがホストから IGMPv3レポートを受信している場合、デバイスは IGMPv3レポートをマルチ
キャストルータに転送できます。

IGMPv3デバイスは、Source Specific Multicast（SSM;送信元特定マルチキャスト）機能を実行
しているデバイスとの間で、メッセージを送受信できます。
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マルチキャストグループへの加入

図 1 :最初の IGMP Joinメッセージ

デバイスに接続したホストが IPマルチキャストグループに加入し、なおかつそのホストが
IGMPバージョン 2クライアントの場合、ホストは加入する IPマルチキャストグループを指定
した非送信請求 IGMP Joinメッセージを送信します。別の方法として、ルータから一般クエリ
を受信したデバイスは、そのクエリを VLAN内のすべてのポートに転送します。IGMPバー
ジョン 1またはバージョン 2のホストがマルチキャストグループに加入する場合、ホストはデ
バイスに Joinメッセージを送信することによって応答します。デバイスのCPUは、そのグルー
プのマルチキャスト転送テーブルエントリがまだ存在していないのであれば、エントリを作成

します。CPUはさらに、Joinメッセージを受信したインターフェイスを転送テーブルエント
リに追加します。そのインターフェイスと対応付けられたホストが、そのマルチキャストグ

ループ用のマルチキャストトラフィックを受信します。

ルータ Aがデバイスに一般クエリを送信し、そこでそのクエリは同じ VLANのすべてのメン
バであるポート 2～ 5に転送されます。ホスト 1はマルチキャストグループ 224.1.2.3に加入
するために、グループに IGMPメンバーシップレポート（IGMP Joinメッセージ）をマルチ
キャストします。デバイスの CPUは IGMPレポートの情報を使用して、転送テーブルのエン
トリを設定します。転送テーブルにはホスト1およびルータに接続しているポート番号が含ま
れます。

表 1 : IGMPスヌーピング転送テーブル

ポートパケットのタイプ宛先アドレス

1、2IGMP224.1.2.3

デバイスのハードウェアは、IGMP情報パケットをマルチキャストグループの他のパケットと
区別できます。テーブルの情報は、224.1.2.3マルチキャスト IPアドレス宛ての、IGMPパケッ
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トではないフレームを、ルータおよびグループに加入したホストに対して送信するように、ス

イッチングエンジンに指示します。

図 2 : 2番目のホストのマルチキャストグループへの加入

別のホスト（たとえば、ホスト 4）が、同じグループ用に非送信請求 IGMP Joinメッセージを
送信する場合、CPUがそのメッセージを受け取り、ホスト4のポート番号を転送テーブルに追
加します。転送テーブルは CPU宛てだけに IGMPメッセージを送るので、メッセージはデバ
イスの他のポートにフラッディングされません。認識されているマルチキャストトラフィック

は、CPU宛てではなくグループ宛てに転送されます。

表 2 :更新された IGMPスヌーピング転送テーブル

ポートパケットのタイプ宛先アドレス

1, 2, 5IGMP224.1.2.3

マルチキャストグループからの脱退

ルータはマルチキャスト一般クエリを定期的に送信し、デバイスはそれらのクエリを VLAN
のすべてのポートを通じて転送します。関心のあるホストがクエリーに応答します。VLAN内
の少なくとも1つのホストがマルチキャストトラフィックを受信するようなら、ルータは、そ
の VLANへのマルチキャストトラフィックの転送を続行します。デバイスは、その IGMPス
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ヌーピングによって維持された IPマルチキャストグループの転送テーブルで指定されたホス
トに対してだけ、マルチキャストグループトラフィックを転送します。

ホストがマルチキャストグループから脱退する場合、何も通知せずに脱退することも、Leave
メッセージを送信することもできます。ホストからLeaveメッセージを受信したデバイスは、
グループ固有のクエリを送信して、そのインターフェイスに接続された他のデバイスが所定の

マルチキャストグループのトラフィックに関与しているかどうかを学習します。デバイスはさ

らに、転送テーブルでそのMACグループの情報を更新し、そのグループのマルチキャストト
ラフィックの受信に関心のあるホストだけが、転送テーブルに指定されるようにします。ルー

タがVLANからレポートを受信しなかった場合、そのVLAN用のグループは IGMPキャッシュ
から削除されます。

即時脱退

デバイスは IGMPスヌーピングの即時脱退を使用して、先にデバイスからインターフェイスに
グループ固有のクエリを送信しなくても、Leaveメッセージを送信するインターフェイスを転
送テーブルから削除できるようにします。VLANインターフェイスは、最初のLeaveメッセー
ジで指定されたマルチキャストグループのマルチキャストツリーからプルーニングされます。

即時脱退によって、複数のマルチキャストグループが同時に使用されている場合でも、スイッ

チドネットワークのすべてのホストに最適な帯域幅管理が保証されます。

即時脱退機能をサポートするのは、IGMPバージョン2が稼働しているホストだけです。IGMP
バージョン 2は、デバイスのデフォルトバージョンです。

即時脱退機能を使用するのは、各ポートに接続されているホストが 1つだけの VLANに限定
してください。ポートに複数のホストが接続されている VLAN上で即時脱退をイネーブルに
すると、一部のホストが誤ってドロップされる可能性があります。

（注）

IGMP脱退タイマーの設定

まだ指定のマルチキャストグループに関心があるかどうかを確認するために、グループ固有の

クエリを送信した後のデバイスの待機時間を設定できます。IGMP脱退応答時間は、100～
32767ミリ秒の間で設定できます。

IGMPレポート抑制

IGMPレポート抑制は、マルチキャストクエリに IGMPv1レポートと IGMPv2レポートがある
場合にだけサポートされます。この機能は、クエリに IGMPv3レポートが含まれている場合は
サポートされません。

（注）

デバイスは IGMPレポート抑制を使用して、マルチキャストルータクエリごとに 1つの IGMP
レポートのみをマルチキャストデバイスに転送します。IGMPレポート抑制がイネーブル（デ
フォルト）である場合、デバイスは最初の IGMPレポートをグループのすべてのホストからす
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べてのマルチキャストルータに送信します。デバイスは、グループの残りの IGMPレポートを
マルチキャストルータに送信しません。この機能により、マルチキャストデバイスにレポート

が重複して送信されることを防ぎます。

マルチキャストルータクエリに IGMPv1および IGMPv2レポートに対する要求のみが含まれて
いる場合、デバイスは最初の IGMPv1レポートまたは IGMPv2レポートのみを、グループのす
べてのホストからすべてのマルチキャストルータに転送します。

マルチキャストルータクエリに IGMPv3レポートに対する要求も含まれる場合、デバイスはグ
ループのすべての IGMPv1、IGMPv2、および IGMPv3レポートをマルチキャストデバイスに転
送します。

IGMPレポート抑制をディセーブルにすると、すべての IGMPレポートはマルチキャストルー
タに転送されます。

IGMPスヌーピングのデフォルト設定

次の表に、デバイスの IGMPスヌーピングのデフォルト設定を示します。

表 3 : IGMPスヌーピングのデフォルト設定

デフォルト設定機能

グローバルおよび VLAN単位でイネーブルIGMPスヌーピング

未設定マルチキャストルータ

ディセーブルIGMPスヌーピング即時脱退

未設定スタティックグループ

2TCN1フラッドクエリカウント

ディセーブルTCNクエリー送信要求

ディセーブルIGMPスヌーピングクエリア

有効IGMPレポート抑制

1 (1) TCN =トポロジ変更通知

IGMPフィルタリングおよびスロットリング
都市部やMultiple-Dwelling Unit（MDU）などの環境では、スイッチポート上のユーザが属す
る一連のマルチキャストグループを制御する必要があります。この機能を使用することによ

り、IP/TVなどのマルチキャストサービスの配信を、特定タイプの契約またはサービス計画に
基づいて制御できます。また、マルチキャストグループの数を、スイッチポート上でユーザ

が所属できる数に制限することもできます。
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IGMPフィルタリング機能を使用すると、IPマルチキャストプロファイルを設定し、それらを
各スイッチポートに関連付けて、ポート単位でマルチキャスト加入をフィルタリングできま

す。IGMPプロファイルにはマルチキャストグループを 1つまたは複数格納して、グループへ
のアクセスを許可するか拒否するかを指定できます。マルチキャストグループへのアクセスを

拒否する IGMPプロファイルがスイッチポートに適用されると、IPマルチキャストトラフィッ
クのストリームを要求する IGMP Joinレポートが廃棄され、ポートはそのグループからの IP
マルチキャストトラフィックを受信できなくなります。マルチキャストグループへのアクセ

スがフィルタリングアクションで許可されている場合は、ポートからの IGMPレポートが転送
されて、通常の処理が行われます。レイヤ 2インターフェイスが加入できる IGMPグループの
最大数も設定できます。

IGMPフィルタリングで制御されるのは、グループ固有のクエリーおよびメンバーシップレ
ポート（Joinおよび Leaveレポートを含む）だけです。一般 IGMPクエリーは制御されませ
ん。IGMPフィルタリングは、IPマルチキャストトラフィックの転送を指示する機能とは無関
係です。フィルタリング機能は、マルチキャストトラフィックの転送に CGMPが使用されて
いるか、またはMVRが使用されているかに関係なく、同じように動作します。

IGMPフィルタリングが適用されるのは、IPマルチキャストグループアドレスを動的に学習
する場合だけです。静的な設定には適用されません。

IGMPスロットリング機能を使用すると、レイヤ2インターフェイスが加入できる IGMPグルー
プの最大数を設定できます。IGMPグループの最大数が設定され、IGMPスヌーピング転送テー
ブルに最大数のエントリが登録されていて、インターフェイスで IGMP Joinレポートを受信す
る場合、インターフェイスを設定することにより、IGMPレポートを廃棄するか、あるいは受
信した IGMPレポートでランダムに選択されたマルチキャストエントリを上書きします。

IGMPフィルタリングが実行されているデバイスは、IGMPv3 Joinおよび Leaveメッセージを
サポートしていません。

（注）

IGMPフィルタリングおよび IGMPスロットリングのデフォルト設定

次の表に、デバイスの IGMPフィルタリングおよびスロットリングのデフォルト設定を示しま
す。

表 4 : IGMPフィルタリングのデフォルト設定

デフォルト設定機能

適用なしIGMPフィルタ

最大数の設定なし

転送テーブルに登録されているグ

ループが最大数に達していると、デ

フォルトの IGMPスロットリングア
クションは IGMPレポートを拒否し
ます。

（注）

IGMPグループの最大数
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デフォルト設定機能

未定義IGMPプロファイル

範囲で示されたアドレスを拒否IGMPプロファイルアクション

IGMPスヌーピングを設定する方法

デバイスでの IGMPスヌーピングのイネーブル化またはディセーブル
化

IGMPスヌーピングがグローバルにイネーブルまたはディセーブルに設定されている場合は、
既存のすべての VLANインターフェイスでもイネーブルまたはディセーブルになります。デ
フォルトでは IGMPスヌーピングはすべての VLANでイネーブルになっていますが、VLAN
単位でイネーブルまたはディセーブルにすることができます。

グローバル IGMPスヌーピングは、VLAN IGMPスヌーピングより優先されます。グローバル
スヌーピングがディセーブルの場合、VLANスヌーピングをイネーブルに設定することはでき
ません。グローバルスヌーピングがイネーブルの場合、VLANスヌーピングをイネーブルま
たはディセーブルに設定できます。

デバイスで IGMPスヌーピングをグローバルにイネーブルにするには、次の手順を実行しま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

既存のすべての VLANインターフェイ
スでグローバルに IGMPスヌーピングを
有効にします。

ip igmp snooping

例：

Device(config)# ip igmp snooping

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

すべての VLANインターフェ
イス上で IGMPスヌーピング
をグローバルにディセーブル

にするには、no ip igmp
snoopingグローバルコンフィ
ギュレーションコマンドを使

用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

Device# copy running-config
startup-config

VLANインターフェイスでの IGMPスヌーピングのイネーブル化または
ディセーブル化

VLANインターフェイス上で IGMPスヌーピングを有効にするには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

VLANインターフェイス上で IGMPス
ヌーピングをイネーブルにします。指定

ip igmp snooping vlan vlan-id

例：

ステップ 3

できる VLAN IDの範囲は 1～ 1001お
よび 1006～ 4094です。

Device(config)# ip igmp snooping vlan
7

VLANスヌーピングをイネーブルにする
には、IGMPスヌーピングをグローバル
にイネーブルに設定しておく必要があり

ます。
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目的コマンドまたはアクション

特定の VLANインターフェイ
ス上で IGMPスヌーピングを
ディセーブルにするには、no
ip igmp snooping vlan vlan-id
グローバルコンフィギュレー

ションコマンドを、指定した

VLAN番号に対して使用しま
す。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

Device# copy running-config
startup-config

マルチキャストルータポートの設定

デバイスにマルチキャストルータポートを追加する（マルチキャストルータへのスタティック

接続を有効にする）には、次の手順を実行します。

マルチキャストルータへのスタティック接続は、デバイスポートに限りサポートされます。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

マルチキャストルータのVLAN IDおよ
びマルチキャストルータに対するイン

ターフェイスを指定します。

ip igmp snooping vlan vlan-id mrouter
interface interface-id

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# ip igmp snooping vlan
5 mrouter interface gigabitethernet
1/0/1

•指定できる VLAN IDの範囲は 1～
1001および 1006～ 4094です。

•このインターフェイスには物理イン
ターフェイスまたはポートチャネ

ルを指定できます。ポートチャネル

範囲は 1～ 128です。

VLANからマルチキャスト
ルータポートを削除するに

は、no ip igmp snooping vlan
vlan-id mrouter interface
interface-idグローバルコン
フィギュレーションコマンド

を使用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

VLANインターフェイス上で IGMPス
ヌーピングが有効になっていることを確

認します。

show ip igmp snooping mrouter [ vlan
vlan-id]

例：

ステップ 5

Device# show ip igmp snooping mrouter
vlan 5

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

Device# copy running-config
startup-config

グループに加入するホストの静的な設定

ホストまたはレイヤ 2ポートは通常、マルチキャストグループに動的に加入しますが、イン
ターフェイス上にホストを静的に設定することもできます。

マルチキャストグループのメンバーとしてレイヤ2ポートを追加するには、次の手順を実行し
ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

Device> enable •パスワードを入力します（要求され
た場合）。

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

マルチキャストグループのメンバとし

てレイヤ2ポートを静的に設定します。
ip igmp snooping vlan vlan-id static
mac_address interface interface-id

例：

ステップ 3

• vlan-idは、マルチキャストグルー
プの VLAN IDです。指定できる範Device(config)# ip igmp snooping vlan

105 static 0100.5exx.xxxx interface
gigabitethernet1/0/1 囲は 1～ 1001または 1006～ 4094

です。

• mac-addressは、グループMACア
ドレスです。

• interface-idは、メンバポートです。
物理インターフェイスまたはポート

チャネル（1～ 6）に設定できま
す。

マルチキャストグループから

レイヤ 2ポートを削除するに
は、 no ip igmp snooping vlan
vlan-id static mac-address
interface interface-idグローバ
ルコンフィギュレーションコ

マンドを使用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

メンバポートおよび IPアドレスを確認
します。

show ip igmp snooping groups

例：

ステップ 5

Device# show ip igmp snooping groups

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

Device# copy running-config
startup-config
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IGMP即時脱退のイネーブル化
IGMP即時脱退をイネーブルに設定すると、デバイスはポート上で IGMPバージョン2のLeave
メッセージを検出した場合、ただちにそのポートを削除します。即時脱退機能は、VLANの各
ポートにレシーバが 1つ存在する場合にだけ使用してください。

即時脱退機能をサポートするのは、IGMPバージョン2が稼働しているホストだけです。IGMP
バージョン 2は、デバイスのデフォルトバージョンです。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

VLANインターフェイス上で、IGMP即
時脱退をイネーブルにします。

ip igmp snooping vlan vlan-id
immediate-leave

例：

ステップ 3

VLAN上で IGMP即時脱退を
ディセーブルにするには、 no
ip igmp snooping vlan vlan-id
immediate-leaveグローバルコ
ンフィギュレーションコマン

ドを使用します。

（注）

Device(config)# ip igmp snooping vlan
21 immediate-leave

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

VLANインターフェイス上で即時脱退が
イネーブルになっていることを確認しま

す。

show ip igmp snooping vlan vlan-id

例：

Device# show ip igmp snooping vlan 21

ステップ 5

IGMP脱退タイマーの設定
脱退時間はグローバルまたはVLAN単位で設定できます。IGMP脱退タイマーの設定をイネー
ブルにするには、次の手順を実行します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IGMP脱退タイマーをグローバルに設定
します。指定できる範囲は 100～ 32767
ミリ秒です。

ip igmp snooping
last-member-query-interval time

例：

ステップ 3

デフォルトの脱退時間は 1000ミリ秒で
す。

Device(config)# ip igmp snooping
last-member-query-interval 1000

IGMP脱退タイマーをグローバ
ルにリセットしてデフォルト

設定に戻すには、 no ip igmp
snooping
last-member-query-interval グ
ローバルコンフィギュレー

ションコマンドを使用しま

す。

（注）

（任意）VLANインターフェイス上で
IGMP脱退時間を設定します。有効値は
100～ 32767ミリ秒です。

ip igmp snooping vlan vlan-id
last-member-query-interval time

例：

ステップ 4

VLAN上に脱退時間を設定す
ると、グローバルに設定され

た内容は上書きされます。

（注）Device(config)# ip igmp snooping vlan
210 last-member-query-interval 1000

特定の VLANから IGMP脱退
タイマーの設定を削除するに

は、no ip igmp snooping vlan
vlan-id
last-member-query-intervalグ
ローバルコンフィギュレー

ションコマンドを使用しま

す。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# end

（任意）設定された IGMP脱退時間を表
示します。

show ip igmp snooping

例：

ステップ 6

Device# show ip igmp snooping

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

Device# copy running-config
startup-config

IGMPスヌーピングクエリアの設定
特定の VLANで IGMPスヌーピングクエリア機能をイネーブルにするには、次の手順を実行
します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。Device> enable

IGMPスヌーピングクエリアをイネー
ブルにします。

ip igmp snooping querier

例：

ステップ 2

Device(config)# ip igmp snooping
querier

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 3

Device# configure terminal

（任意）IGMPスヌーピングクエリア
の IPアドレスを指定します。IPアドレ

ip igmp snooping querier address
ip_address

例：

ステップ 4

スを指定しない場合、クエリアはIGMP
クエリアに設定されたグローバル IPア
ドレスを使用します。

Device(config)# ip igmp snooping
querier address 172.16.24.1

IGMPスヌーピングクエリア
がデバイス上で IPアドレス
を検出できない場合、IGMP
一般クエリを生成しません。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

（任意）IGMPクエリアの間隔を設定
します。指定できる範囲は 1～ 18000
秒です。

ip igmp snooping querier query-interval
interval-count

例：

ステップ 5

Device(config)# ip igmp snooping
querier query-interval 30

（任意）トポロジ変更通知（TCN）ク
エリーの間隔を設定します。指定でき

ip igmp snooping querier tcn query
[count count | interval interval]

例：

ステップ 6

る countの範囲は 1～ 10です。指定で
きる intervalの範囲は 1～ 255秒です。Device(config)# ip igmp snooping

querier tcn query interval 20

（任意）IGMPクエリアが期限切れに
なる時間を設定します。指定できる範

囲は 60～ 300秒です。

ip igmp snooping querier timer expiry
timeout

例：

ステップ 7

Device(config)# ip igmp snooping
querier timer expiry 180

（任意）クエリア機能が使用するIGMP
バージョン番号を選択します。選択で

きる番号は 1または 2です。

ip igmp snooping querier version version

例：

Device(config)# ip igmp snooping
querier version 2

ステップ 8

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 9

Device(config)# end

（任意）VLANインターフェイス上で
IGMPスヌーピングクエリアがイネー

show ip igmp snooping vlan vlan-id

例：

ステップ 10

ブルになっていることを確認します。
Device# show ip igmp snooping vlan 30

指定できるVLANIDの範囲は1～1001
および 1006～ 4094です。

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 11

Device# copy running-config
startup-config

IGMPレポート抑制のディセーブル化
IGMPレポート抑制をディセーブルにするには、次の手順を実行します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IGMPレポート抑制をディセーブルにし
ます。IGMPレポート抑制がディセーブ

no ip igmp snooping report-suppression

例：

ステップ 3

ルの場合、すべての IGMPレポートがマ
ルチキャストルータに転送されます。

Device(config)# no ip igmp snooping
report-suppression

IGMPレポート抑制はデフォルトでイ
ネーブルです。

IGMPレポート抑制がイネーブルの場
合、デバイスはマルチキャストルータク

エリごとに IGMPレポートを1つだけ転
送します。

IGMPレポート抑制を再びイ
ネーブルにするには、 ip igmp
snooping report-suppressionグ
ローバルコンフィギュレー

ションコマンドを使用しま

す。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

IGMPレポート抑制がディセーブルに
なっていることを確認します。

show ip igmp snooping

例：

ステップ 5

Device# show ip igmp snooping

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

Device# copy running-config
startup-config
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IGMPプロファイルの設定
IGMPプロファイルを作成するには、次の手順を実行します。

このタスクはオプションです。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

設定するプロファイルに番号を割り当

て、IGMPプロファイルコンフィギュ
ip igmp profile profile number

例：

ステップ 3

レーションモードを開始します。指定
Device(config)# ip igmp profile 3

できるプロファイル番号の範囲は 1～
4294967295です。IGMPプロファイル
コンフィギュレーションモードでは、

次のコマンドを使用することでプロファ

イルを作成できます。

• deny：一致するアドレスを拒否しま
す。デフォルトで設定されていま

す。

• exit：IGMPプロファイルコンフィ
ギュレーションモードを終了しま

す。

• no：コマンドを否定するか、または
設定をデフォルトに戻します。

• permit：一致するアドレスを許可す
るように指定します。

• range：プロファイルの IPアドレス
の範囲を指定します。単一の IPア
ドレス、または開始アドレスと終了

アドレスで指定された IPアドレス
範囲を入力できます。
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目的コマンドまたはアクション

デフォルトでは、デバイスには IGMPプ
ロファイルが設定されていません。

プロファイルを削除するに

は、no ip igmp profile profile
number グローバルコンフィ
ギュレーションコマンドを使

用します。

（注）

（任意）IPマルチキャストアドレスへ
のアクセスを許可または拒否するアク

permit | deny

例：

ステップ 4

ションを設定します。アクションを設定
Device(config-igmp-profile)# permit

しないと、プロファイルのデフォルト設

定はアクセス拒否になります。

アクセスを制御する IPマルチキャスト
アドレスまたは IPマルチキャストアド

range ip multicast address

例：

ステップ 5

レスの範囲を入力します。範囲を入力す
Device(config-igmp-profile)# range
229.9.9.0 る場合は、IPマルチキャストアドレス

の下限値、スペースを 1つ、IPマルチ
キャストアドレスの上限値を入力しま

す。

rangeコマンドを複数回入力し、複数の
アドレスまたはアドレス範囲を入力でき

ます。

IPマルチキャストアドレスま
たは IPマルチキャストアドレ
ス範囲を削除するには、no
range ip multicast address IGMP
プロファイルコンフィギュ

レーションコマンドを使用し

ます。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config)# end

プロファイルの設定を確認します。show ip igmp profile profile number

例：

ステップ 7

Device# show ip igmp profile 3

入力を確認します。show running-config

例：

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

Device# show running-config

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

Device# copy running-config
startup-config

IGMPプロファイルの適用
IGMPプロファイルで定義されているとおりにアクセスを制御するには、プロファイルを該当
するインターフェイスに適用する必要があります。IGMPプロファイルを適用できるのは、レ
イヤ 2アクセスポートだけです。ルーテッドポートや SVIには適用できません。EtherChannel
ポートグループに所属するポートに、プロファイルを適用することはできません。1つのプロ
ファイルを複数のインターフェイスに適用できますが、1つのインターフェイスに適用できる
プロファイルは 1つだけです。

スイッチポートに IGMPプロファイルを適用するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

物理インターフェイスを指定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーション

interface interface-id

例：

ステップ 3

モードを開始します。インターフェイス
Device(config)# interface
gigabitethernet 1/0/1 は、EtherChannelポートグループに所属

していないレイヤ2ポートでなければな
りません。

インターフェイスに指定された IGMPプ
ロファイルを適用します。指定できる範

囲は 1～ 4294967295です。

ip igmp filter profile number

例：

Device(config-if)# ip igmp filter 321

ステップ 4

Cisco IOSリリース 15.2(8)E（Catalystマイクロスイッチシリーズ）IPマルチキャストスヌーピングコンフィギュレーションガイ
ド

21

IGMPスヌーピングの設定

IGMPプロファイルの適用



目的コマンドまたはアクション

インターフェイスからプロ

ファイルを削除するには、 no
ip igmp filterprofile numberイ
ンターフェイスコンフィギュ

レーションコマンドを使用し

ます。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config-if)# end

入力を確認します。show running-config

例：

ステップ 6

Device# show running-config

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

Device# copy running-config
startup-config

IGMPグループの最大数の設定
レイヤ 2インターフェイスが加入できる IGMPグループの最大数を設定するには、次の手順を
実行します。

始める前に

この制限が適用されるのはレイヤ 2ポートだけです。ルーテッドポートや SVIには IGMPグ
ループの最大数を設定できません。このコマンドは、論理EtherChannelインターフェイスでも
使用できますが、EtherChannelポートグループに属するポートでは使用できません。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

設定するインターフェイスを指定して、

インターフェイスコンフィギュレーショ

interface interface-id

例：

ステップ 3

ンモードを開始します。インターフェ
Device(config)# interface
gigabitethernet 1/0/2 イスは、EtherChannelポートグループに

所属しないレイヤ 2ポート、または
EtherChannelインターフェイスのいずれ
かにできます。

インターフェイスが加入できる IGMPグ
ループの最大数を設定します。指定でき

ip igmp max-groups number

例：

ステップ 4

る範囲は 0～ 4294967294です。デフォ
ルトでは最大数は設定されません。

Device(config-if)# ip igmp max-groups
20

グループの最大数に関する制

限を削除し、デフォルト設定

（制限なし）に戻すには、no
ip igmp max-groupsインター
フェイスコンフィギュレー

ションコマンドを使用しま

す。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config)# end

入力を確認します。show running-config interface interface-id

例：

ステップ 6

Device# show running-config interface
gigabitethernet1/0/1

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

Device# copy running-config
startup-config

IGMPスロットリングアクションの設定
レイヤ2インターフェイスが加入できる IGMPグループの最大数を設定した後、受信した IGMP
レポートの新しいグループで、既存のグループを上書きするようにインターフェイスを設定で

きます。

転送テーブルに最大数のエントリが登録されているときにスロットリングアクションを設定す

るには、次の手順を実行します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

設定する物理インターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレー

interface interface-id

例：

ステップ 3

ションモードを開始します。インター
Device(config)# interface
gigabitethernet 1/0/1 フェイスは、EtherChannelポートグルー

プに所属しないレイヤ2ポート、または
EtherChannelインターフェイスのいずれ
かにできます。トランクポートをイン

ターフェイスにすることはできません。

インターフェイスが IGMPレポートを受
信したときに、転送テーブルに最大数の

ip igmp max-groups action {deny |
replace}

例：

ステップ 4

エントリが登録されている場合は、次の

いずれかのアクションをインターフェイ

スに指定します。
Device(config-if)# ip igmp max-groups
action replace

• deny：レポートを破棄します。この
スロットリングアクションを設定

すると、すでに転送テーブルに登録

されていたエントリは、削除される

ことはありませんが期限切れになり

ます。エントリが期限切れになり、

最大数のエントリが転送テーブルに

登録されていると、デバイスは、イ

ンターフェイスで受信した次の

IGMPレポートを廃棄します。

• replace：既存のグループを、IGMP
レポートを受信した新しいグループ

で上書きします。このスロットリン

グアクションを設定すると、すで

に転送テーブルに登録されていたエ

ントリは削除されます。転送テーブ

ルのエントリが最大数まで達した

ら、デバイスはランダムに選択した
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目的コマンドまたはアクション

エントリを受信した IGMPレポート
で上書きします。

デバイスが転送テーブルのエントリを削

除しないようにするには、インターフェ

イスにより転送テーブルにエントリが追

加される前に、IGMPスロットリングア
クションを設定します。

レポートの廃棄というデフォ

ルトのアクションに戻すに

は、no ip igmp max-groups
actionインターフェイスコン
フィギュレーションコマンド

を使用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config)# end

入力を確認します。show running-config interface interface-id

例：

ステップ 6

Device(config)# show running-config
interface gigabitethernet 1/0/1

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

Device# copy running-config
startup-config

IGMPスヌーピングのモニタリング

IGMPスヌーピング情報の監視
ダイナミックに学習された、あるいはスタティックに設定されたルータポートおよび VLAN
インターフェイスの IGMPスヌーピング情報を表示できます。また、IGMPスヌーピング用に
設定された VLANの IPアドレスマルチキャストエントリを表示することもできます。
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表 5 : IGMPスヌーピング情報を表示するためのコマンド

目的コマンド

デバイス上のすべての VLANまたは特定の VLANの
スヌーピング設定情報を表示します。

（任意）個々のVLANに関する情報を表示するには、
vlan vlan-idを入力します。指定できる VLAN IDの範
囲は 1～ 1001および 1006～ 4094です。

show ip igmp snooping [ vlan vlan-id
[detail] ]

デバイスまたは特定のパラメータに関して、マルチ

キャストテーブル情報を表示します。

• count：実エントリの代わりに、指定のコマンド
オプションのエントリ総数を表示します。

• vlan-id：VLAN IDの範囲は 1～ 1001および 1006
～ 4094です。

show ip igmp snooping groups [count |
vlan vlan-id]

ダイナミックに学習され、手動で設定されたマルチ

キャストルータインターフェイスの情報を表示しま

す。

IGMPスヌーピングを有効にすると、デバイ
スはマルチキャストルータの接続先インター

フェイスを自動的に学習します。これらのイ

ンターフェイスは動的に学習されます。

（注）

（オプション）vlan vlan-idを入力すると、特定の
VLANに関する情報が表示されます。

show ip igmp snooping mrouter [ vlan
vlan-id]

IPアドレスおよび VLANで受信した最新の IGMPク
エリーメッセージの受信ポートに関する情報、VLAN
の IGMPスヌーピングクエリアの設定および動作ス
テートに関する情報を表示します。

show ip igmp snooping querier [ vlan
vlan-id] detail

IGMPフィルタリングのモニタリング
IGMPプロファイルの特性を表示したり、デバイス上のすべてのインターフェイスまたは指定
されたインターフェイスの IGMPプロファイルや最大グループ設定を表示したりできます。
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表 6 : IGMPフィルタリングの表示コマンド

目的コマンド

特定の IGMPプロファイルまたはデバイス上
で定義されているすべての IGMPプロファイ
ルを表示します。

show ip igmp profile [profile number]

インターフェイスが所属できる IGMPグルー
プの最大数（設定されている場合）や、イン

ターフェイスに適用される IGMPプロファイ
ルを含む、特定のインターフェイスまたはデ

バイス上のすべてのインターフェイスの設定

を表示します。

show running-config [interface interface-id]

IGMPスヌーピングの設定例

例：マルチキャストルータへの静的な接続のイネーブル化

次に、マルチキャストルータへの静的な接続をイネーブルにする例を示します。

Device# configure terminal
Device# ip igmp snooping vlan 200 interface gigabitethernet 1/0/2
Device# end

例：グループに加入するホストの静的な設定

次に、ポート上のホストを静的に設定する例を示します。

Device# configure terminal
Device# ip igmp snooping vlan 105 static 0100.1212.0000 interface gigabitethernet 1/0/1
Device# end

例：IGMP即時脱退のイネーブル化
次に、VLAN 130上で IGMP即時脱退をイネーブルにする例を示します。
Device# configure terminal
Device(config)# ip igmp snooping vlan 130 immediate-leave
Device(config)# end

例：IGMPスヌーピングクエリアの送信元アドレスの設定
次に、IGMPスヌーピングクエリアの送信元アドレスを 10.0.0.64に設定する例を示します。
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Device# configure terminal
Device(config)# ip igmp snooping querier 10.0.0.64
Device(config)# end

例：IGMPスヌーピングクエリアの最大応答時間の設定
次の例では、IGMPスヌーピングクエリアの最大応答時間を25秒に設定する方法を示します。
Device# configure terminal
Device(config)# ip igmp snooping querier query-interval 25
Device(config)# end

例：IGMPスヌーピングクエリアタイムアウトの設定
次の例では、IGMPスヌーピングクエリアのタイムアウトを60秒に設定する方法を示します。
Device# configure terminal
Device(config)# ip igmp snooping querier timeout expiry 60
Device(config)# end

例：IGMPスヌーピングクエリア機能の設定
次に、IGMPスヌーピングクエリア機能をバージョン 2に設定する例を示します。
Device# configure terminal
Device(config)# no ip igmp snooping querier version 2
Device(config)# end

例：IGMPプロファイルの設定
次に、単一の IPマルチキャストアドレスへのアクセスを許可する IGMPプロファイル 4を作
成して、設定を確認する例を示します。アクションが拒否（デフォルト）である場合は、show
ip igmp profile の出力には表示されません。

Device(config)# ip igmp profile 4
Device(config-igmp-profile)# permit
Device(config-igmp-profile)# range 229.9.9.0
Device(config-igmp-profile)# end
Device# show ip igmp profile 4
IGMP Profile 4

permit
range 229.9.9.0 229.9.9.0

例：IGMPプロファイルの適用
次に、ポートに IGMPプロファイル 4を適用する例を示します。
Device(config)# interface gigabitethernet 1/0/2
Device(config-if)# ip igmp filter 4
Device(config-if)# end
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例：IGMPグループの最大数の設定
次の例では、ポートが加入できる IGMPグループ数を 25に制限する方法を示します。
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Device(config-if)# ip igmp max-groups 25
Device(config-if)# end

IGMPスヌーピングの機能履歴と情報
変更内容リリース

この機能が導入されました。Cisco IOS Release 15.2(7)E3k
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第 2 章

IPv6 MLDスヌーピングの設定

• IPv6 MLDスヌーピングについて（31ページ）
• IPv6 MLDスヌーピングの設定方法（36ページ）
• IPv6 MLDスヌーピング情報の表示（43ページ）
• IPv6 MLDスヌーピングの設定例（44ページ）
• IPv6 MLDスヌーピングの機能履歴と情報（45ページ）

IPv6 MLDスヌーピングについて
スイッチ上でマルチキャストリスナー検出（MLD）スヌーピングを使用して、スイッチドネッ
トワーク内のクライアントおよびルータに IPv6マルチキャストデータを効率的に配信するこ
とができます。

MLDスヌーピングの概要
IPv4では、レイヤ 2スイッチはインターネットグループ管理プロトコル（IGMP）スヌーピン
グを使用して、動的にレイヤ2インターフェイスを設定することにより、マルチキャストトラ
フィックのフラッディングを抑制します。そのため、マルチキャストトラフィックは IPマル
チキャストデバイスに対応付けられたインターフェイスにだけ転送されます。IPv6では、MLD
スヌーピングが同様の機能を実行します。MLDスヌーピングを使用すると、IPv6マルチキャ
ストデータは VLAN（仮想 LAN）内のすべてのポートにフラッディングされるのではなく、
データを受信するポートのリストに選択的に転送されます。このリストは、IPv6マルチキャス
ト制御パケットをスヌーピングすることにより構築されます。

MLDは IPv6マルチキャストルータで使用されるプロトコルで、ルータに直接接続されたリン
ク上のマルチキャストリスナー（IPv6マルチキャストパケットを受信するノード）の存在、
および隣接ノードを対象とするマルチキャストパケットを検出します。MLDは IGMPから派
生しています。MLDバージョン 1（MLDv1）は IGMPv2と、MLDバージョン 2（MLDv2）は
IGMPv3とそれぞれ同等です。MLDは Internet ControlMessage Protocolバージョン 6（ICMPv6）
のサブプロトコルです。MLDメッセージは ICMPv6メッセージのサブセットで、IPv6パケッ
ト内で先頭の Next Header値 58により識別されます。

スイッチは、次の 2つのバージョンのMLDスヌーピングをサポートします。
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• MLDv1スヌーピング：MLDv1制御パケットを検出し、IPv6宛先マルチキャストアドレ
スに基づいてトラフィックのブリッジングを設定します。

• MLDv2基本スヌーピング（MBSS）：MLDv2制御パケットを使用して、IPv6宛先マルチ
キャストアドレスに基づいてトラフィックの転送を設定します。

スイッチはMLDv1プロトコルパケットとMLDv2プロトコルパケットの両方でスヌーピング
でき、IPv6宛先マルチキャストアドレスに基づいて IPv6マルチキャストデータをブリッジン
グします。

スイッチは、IPv6送信元および宛先マルチキャストアドレスベースの転送を設定するMLDv2
拡張スヌーピングをサポートしません。

（注）

MLDスヌーピングは、グローバルまたは VLAN単位でイネーブルまたはディセーブルに設定
できます。MLDスヌーピングがイネーブルの場合、VLAN単位の IPv6マルチキャストアドレ
ステーブルはソフトウェアおよびハードウェアで構築されます。その後、スイッチはハード

ウェアで IPv6マルチキャストアドレスに基づくブリッジングを実行します。

MLDメッセージ
MLDv1は、次の 3種類のメッセージをサポートします。

• Listener Query：IGMPv2クエリーと同等で、General QueryまたはMulicast-Address-Specific
Query（MASQ）のいずれかになります。

• Multicast Listener Report：IGMPv2レポートと同等です。

• Multicast Listener Doneメッセージ：IGMPv2 Leaveメッセージと同等です。

MLDv2では、MLDv1レポートおよび Doneメッセージに加えて、MLDv2クエリーおよび
MLDv2レポートもサポートします。

メッセージの送受信の結果生じるメッセージタイマーおよびステート移行は、IGMPv2メッ
セージの場合と同じです。リンクに対してローカルで有効な IPv6送信元アドレスを持たない
MLDメッセージは、MLDルータおよびMLDスイッチで無視されます。

MLDクエリー
スイッチはMLDクエリーを送信し、IPv6マルチキャストアドレスデータベースを構築し、
MLDグループ固有クエリー、MLDグループおよび送信元固有クエリーを生成して、MLDDone
メッセージに応答します。また、スイッチはレポート抑制、レポートプロキシング、即時脱退

機能、およびスタティックな IPv6マルチキャストグループアドレス設定もサポートします。

MLDスヌーピングがディセーブルの場合、すべてのMLDクエリーが入力VLANでフラッディ
ングされます。
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MLDスヌーピングがイネーブルの場合、受信されたMLDクエリーが入力VLANでフラッディ
ングされ、クエリーのコピーはCPUに送信され、処理されます。MLDスヌーピングでは、受
信されたクエリーから IPv6マルチキャストアドレスデータベースを構築します。MLDスヌー
ピングは、マルチキャストルータポートを検出して、タイマーを維持し、レポート応答時間

を設定します。また、VLANのクエリア IP送信元アドレス、VLAN内のクエリアポートを学
習して、マルチキャストアドレスエージングを維持します。

IPv6マルチキャストルータが Catalyst 6500スイッチであり、拡張VLAN（範囲 1006～ 4094）
を使用する場合、Catalyst 2960、2960-S、2960-C、2960-X、または 2960-CXスイッチが VLAN
上でクエリを受信できるようにするため、IPv6 MLDスヌーピングを Catalyst 6500スイッチの
拡張 VLANでイネーブルにする必要があります。標準範囲 VLAN（1～ 1005）の場合、IPv6
MLDスヌーピングを Catalyst 6500スイッチの VLANでイネーブルにする必要はありません。

（注）

グループがMLDスヌーピングデータベースに存在する場合、スイッチはMLDv1レポートを
送信して、グループ固有のクエリーに応答します。このグループが不明の場合、グループ固有

のクエリーは入力 VLANにフラッディングされます。

ホストがマルチキャストグループから脱退する場合、MLDDoneメッセージ（IGMPLeaveメッ
セージと同等）を送信できます。スイッチがMLDv1Doneメッセージを受信した際に、即時脱
退がイネーブルでなければ、スイッチはメッセージを受信したポートにMASQを送信して、
ポートに接続する他のデバイスがマルチキャストグループに残る必要があるかどうか判別しま

す。

マルチキャストクライアントエージングの堅牢性

クエリー数に基づいて、アドレスからのポートメンバーシップの削除を設定できます。1つの
アドレスに対するメンバーシップからポートが削除されるのは、設定された数のクエリーに関

してポート上のアドレスに対するレポートがない場合のみです。デフォルトの回数は 2回で
す。

マルチキャストルータ検出

IGMPスヌーピングと同様に、MLDスヌーピングでは次の特性を持つマルチキャストルータ
検出を行います。

•ユーザにより設定されたポートには、期限切れがありません。

•ダイナミックなポート学習は、MLDv1スヌーピングクエリーおよび IPv6 PIMv2パケット
により行われます。

•複数のルータが同じレイヤ2インターフェイス上にある場合、MLDスヌーピングではポー
ト上の単一のマルチキャストルータ（直前にルータ制御パケットを送信したルータ）を追

跡します。

Cisco IOSリリース 15.2(8)E（Catalystマイクロスイッチシリーズ）IPマルチキャストスヌーピングコンフィギュレーションガイ
ド

33

IPv6 MLDスヌーピングの設定

マルチキャストクライアントエージングの堅牢性



•マルチキャストルータポートのダイナミックなエージングは、デフォルトタイマーの 5
分に基づきます。ポート上で制御パケットが 5分間受信されない場合、マルチキャスト
ルータはルータのポートリストから削除されます。

• IPv6マルチキャストルータ検出が実行されるのは、MLDスヌーピングがスイッチでイ
ネーブルの場合のみです。

•受信された IPv6マルチキャストルータ制御パケットは、スイッチでMLDスヌーピング
がイネーブルかどうかにかかわらず、常に入力 VLANにフラッディングされます。

•最初の IPv6マルチキャストルータポートが検出された後は、不明の IPv6マルチキャス
トデータは、検出されたルータポートに対してのみ転送されます（それまでは、すべて

の IPv6マルチキャストデータは入力 VLANにフラッディングされます）。

MLDレポート
MLDv1 joinメッセージは、本質的には IGMPv2と同じように処理されます。IPv6マルチキャ
ストルータが VLANで検出されない場合は、レポートが処理されないか、またはスイッチか
ら転送されません。IPv6マルチキャストルータが検出され、MLDv1レポートが受信される
と、IPv6マルチキャストグループアドレスが VLANのMLDデータベースに入力されます。
その後、VLAN内のグループに対するすべての IPv6マルチキャストトラフィックが、このア
ドレスを使用して転送されます。MLDスヌーピングがディセーブルの場合、レポートは入力
VLANでフラッディングされます。

MLDスヌーピングがイネーブルの場合は、MLDレポート抑制（リスナーメッセージ抑制）は
自動的にイネーブルになります。レポート抑制により、スイッチはグループで受信された最初

のMLDv1レポートを IPv6マルチキャストルータに転送します。グループのそれ以降のレポー
トはルータに送信されません。MLDスヌーピングがディセーブルの場合は、レポート抑制が
ディセーブルになり、すべてのMLDv1レポートは入力 VLANにフラッディングされます。

スイッチは、MLDv1プロキシレポーティングもサポートします。MLDv1 MASQが受信され
ると、スイッチに他のポートのグループが存在する場合、およびクエリーを受信したポートと

アドレスの最後のメンバポートが異なる場合は、スイッチはクエリーを受信したアドレスに関

するMLDv1レポートで応答します。

MLD Doneメッセージおよび即時脱退
即時脱退機能がイネーブルの場合にホストがMLDv1 Doneメッセージ（IGMP Leaveメッセー
ジと同等）を送信すると、Doneメッセージを受信したポートはグループからただちに削除さ
れます。VLANで即時脱退をイネーブルにする場合は（IGMPスヌーピングと同様に）、ポー
トに単一のホストが接続されている VLANでのみこの機能を使用します。ポートがグループ
の最後のメンバである場合、グループも削除され、検出された IPv6マルチキャストルータに
脱退情報が転送されます。

VLANで即時脱退がイネーブルでない場合に（1つのポート上にグループのクライアントが複
数ある場合）、Doneメッセージがポートで受信されると、このポートでMASQが生成されま
す。ユーザは、既存アドレスのポートメンバーシップが削除される時期をMASQ数の観点か
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ら制御できます。アドレスに対するメンバーシップからポートが削除されるのは、設定された

数のクエリーに関してポート上のアドレスに対するMLDv1レポートがない場合です。

生成されるMASQ数は、 ipv6 mld snooping last-listener-query count グローバルコンフィギュ
レーションコマンドにより設定されます。デフォルトの回数は 2回です。

MASQは、Doneメッセージが送信された IPv6マルチキャストアドレスに送信されます。ス
イッチの最大応答時間内にMASQで指定された IPv6マルチキャストアドレスにレポートが送
信されなければ、MASQが送信されたポートは IPv6マルチキャストアドレスデータベースか
ら削除されます。最大応答時間は、 ipv6 mld snooping last-listener-query-interval グローバル
コンフィギュレーションコマンドにより設定します。削除されたポートがマルチキャストア

ドレスの最後のメンバである場合は、マルチキャストアドレスも削除され、スイッチは検出さ

れたマルチキャストルータすべてにアドレス脱退情報を送信します。

TCN処理
ipv6 mld snooping tcn query solicit グローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して、
トポロジ変更通知（TCN）送信要求を有効にすると、MLDv1スヌーピングは、設定された数
のMLDv1クエリによりすべての IPv6マルチキャストトラフィックをフラッディングするよう
VLANに設定してから、選択されたポートにのみマルチキャストデータの送信を開始します。
この値は、ipv6 mld snooping tcn flood query countグローバルコンフィギュレーションコマン
ドを使用して設定します。デフォルトでは、2つのクエリーが送信されます。スイッチがVLAN
内のSTPルートになる場合、またはスイッチがユーザにより設定された場合は、リンクに対し
てローカルで有効な IPv6送信元アドレスを持つMLDv1グローバル Doneメッセージも生成さ
れます。これは IGMPスヌーピングの場合と同じです。

MLDスヌーピングのデフォルト設定
表 7 : MLDスヌーピングのデフォルト設定

デフォルト設定機能

無効MLDスヌーピング（グローバル）

イネーブルVLAN MLDスヌーピングが実行されるため
には、MLDスヌーピングがグローバルにイネーブルで
ある必要があります。

MLDスヌーピング（VLAN単位）

未設定IPv6マルチキャストアドレス

未設定IPv6マルチキャストルータポート

無効MLDスヌーピング即時脱退
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デフォルト設定機能

グローバル：2、VLAN単位：0

VLAN値はグローバル設定を上書きします。
VLAN値が 0の場合、VLANはグローバル数
を使用します。

（注）

MLDスヌーピングの堅牢性変数

グローバル：2、VLAN単位：0

VLAN値はグローバル設定を上書きします。
VLAN値が 0の場合、VLANはグローバル数
を使用します。

（注）

最後のリスナークエリーカウント

グローバル：1000（1秒）、VLAN：0

VLAN値はグローバル設定を上書きします。
VLAN値が 0の場合、VLANはグローバルの
インターバルを使用します。

（注）

最後のリスナークエリーインターバ

ル

無効TCNクエリー送信請求

2TCNクエリカウント

有効MLDリスナー抑制

IPv6 MLDスヌーピングの設定方法

MLDスヌーピング設定時の注意事項
MLDスヌーピングの設定時は、次の注意事項に従ってください。

• MLDスヌーピングの特性はいつでも設定できますが、設定を有効にする場合は、 ipv6
mld snooping グローバルコンフィギュレーションコマンドを使用してMLDスヌーピン
グをグローバルにイネーブルにする必要があります。

• IPv6マルチキャストルータが Catalyst 6500スイッチであり、拡張 VLAN（範囲 1006～
4094）を使用する場合、スイッチがVLAN上でクエリを受信できるようにするため、IPv6
MLDスヌーピングを Catalyst6500スイッチの拡張 VLANでイネーブルにする必要があり
ます。標準範囲VLAN（1～1005）の場合、IPv6MLDスヌーピングをCatalyst 6500スイッ
チの VLANでイネーブルにする必要はありません。

• MLDスヌーピングと IGMPスヌーピングは相互に独立して動作します。スイッチで両方
の機能を同時にイネーブルにできます。

•スイッチで許容されるアドレスエントリの最大値は 1000です。
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スイッチでの IPv6MLDスヌーピングのイネーブル化またはディセーブ
ル化

デフォルトでは、IPv6 MLDスヌーピングはスイッチではグローバルにディセーブルで、すべ
ての VLANではイネーブルです。MLDスヌーピングがグローバルにディセーブルの場合は、
すべての VLANでもディセーブルです。MLDスヌーピングをグローバルにイネーブルにする
と、VLAN設定はグローバル設定を上書きします。つまり、MLDスヌーピングはデフォルト
ステート（イネーブル）の VLANインターフェイスでのみイネーブルになります。

VLAN単位またはVLAN範囲でMLDスヌーピングをイネーブルおよびディセーブルにできま
すが、MLDスヌーピングをグローバルにディセーブルにした場合は、すべての VLANでディ
セーブルになります。グローバルスヌーピングがイネーブルの場合、VLANスヌーピングを
イネーブルまたはディセーブルに設定できます。

デバイスでMLDスヌーピングをグローバルにイネーブルにするには、ユーザ EXECモードで
次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場

合）。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

スイッチでMLDスヌーピングをイネー
ブルにします。

ipv6 mld snooping

例：

ステップ 3

Device(config)# ipv6 mld snooping

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

Device(config)# copy running-config
startup-config
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目的コマンドまたはアクション

OS（オペレーティングシステム）をリ
ロードします。

reload

例：

ステップ 6

Device(config)# reload

VLANに対する IPv6 MLDスヌーピングのイネーブル化またはディセー
ブル化

VLANで IPv6 MLDスヌーピングをイネーブルにするには、ユーザ EXECモードで次の手順を
実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場

合）。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

スイッチでMLDスヌーピングをイネー
ブルにします。

ipv6 mld snooping

例：

ステップ 3

Device(config)# ipv6 mld snooping

VLANでMLDスヌーピングをイネーブ
ルにします。指定できる VLAN IDの範

ipv6 mld snooping vlan vlan-id

例：

ステップ 4

囲は 1～ 1001および 1006～ 4094で
す。

Device(config)# ipv6 mld snooping vlan1

VLANスヌーピングをイネー
ブルにするには、MLDスヌー
ピングがグローバルにイネー

ブルである必要があります。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config)# ipv6 mld snooping vlan1
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スタティックなマルチキャストグループの設定

ホストまたはレイヤ 2ポートは、通常マルチキャストグループにダイナミックに加入します
が、VLANに IPv6マルチキャストアドレスおよびメンバポートをスタティックに設定するこ
ともできます。

マルチキャストグループのメンバとしてレイヤ 2ポートを追加するには、ユーザEXECモード
で次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場

合）。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

マルチキャストグループのメンバとし

てレイヤ 2ポートにマルチキャストグ
ループを設定します。

ipv6 mld snooping vlan vlan-id static
mac_address interface interface-id

例：

ステップ 3

• vlan-idは、マルチキャストグルー
プの VLAN IDです。指定できる

Device(config)# ipv6 mld snooping vlan
1 static 3333.0000.1111 interface
gigabitethernet 1/0/1

VLAN IDの範囲は 1～ 1001および
1006～ 4094です。

• mac_addressは、グループMACア
ドレスです。

• interface-idは、メンバポートです。
物理インターフェイスまたはポート

チャネルに設定できます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

スタティックメンバポートおよび IPv6
アドレスを確認します。

次のいずれかを使用します。ステップ 5

• show ipv6 mld snooping address
• show ipv6 mld snooping address vlan

vlan-id

例：
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目的コマンドまたはアクション

Device# show ipv6 mld snooping address

または

Device# show ipv6 mld snooping vlan 1

IPv6 MLDスヌーピング即時脱退のイネーブル化
MLDv1即時脱退をイネーブルにするには、ユーザ EXECモードで次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場

合）。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

VLANインターフェイスでMLD即時脱
退をイネーブルにします。

ipv6 mld snooping vlan vlan-id
immediate-leave

例：

ステップ 3

Device(config)# ipv6 mld snooping vlan
1 immediate-leave

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

VLANインターフェイス上で即時脱退が
イネーブルになっていることを確認しま

す。

show ipv6 mld snooping vlan vlan-id

例：

Device# show ipv6 mld snooping vlan 1

ステップ 5

IPv6 MLDスヌーピングクエリの設定
スイッチまたはVLANにMLDスヌーピングクエリの特性を設定するには、ユーザ EXECモー
ドで次の手順を実行します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された

場合）。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

（任意）スイッチが一般クエリーに応

答しないリスナー（ポート）を削除す

ipv6 mld snooping robustness-variable
value

例：

ステップ 3

る前に、送信されるクエリー数を設定

します。指定できる範囲は 1～ 3で
す。デフォルトは 2です。

Device(config)# ipv6 mld snooping
robustness-variable 3

（任意）VLAN単位でロバストネス変
数を設定します。これにより、MLDレ

ipv6 mld snooping vlan vlan-id
robustness-variable value

例：

ステップ 4

ポート応答がない場合にマルチキャス

トアドレスがエージングアウトされるDevice(config)# ipv6 mld snooping vlan
1 robustness-variable 3 までに、MLDスヌーピングが送信する

一般クエリー数が決定されます。指定

できる範囲は 1～ 3です。デフォルト
は 0です。0に設定すると、使用され
る数はグローバルな堅牢性変数の値に

なります。

（任意）MLDクライアントがエージン
グアウトされる前にスイッチが送信す

ipv6 mld snooping
last-listener-query-count count

例：

ステップ 5

るMASQ数を設定します。指定できる
範囲は 1～ 7です。デフォルトは 2でDevice(config)# ipv6 mld snooping

last-listener-query-count 7 す。クエリーは 1秒後に送信されま
す。

（任意）VLAN単位でラストリスナー
クエリーカウントを設定します。この

ipv6 mld snooping vlan vlan-id
last-listener-query-count count

例：

ステップ 6

値はグローバルに設定された値を上書

きします。指定できる範囲は 1～ 7でDevice(config)# ipv6 mld snooping vlan
1 last-listener-query-count 7 す。デフォルトは 0です。0に設定す

ると、グローバルなカウント値が使用

されます。クエリーは 1秒後に送信さ
れます。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）スイッチがMASQを送信した
あと、マルチキャストグループから

ipv6 mld snooping
last-listener-query-interval interval

例：

ステップ 7

ポートを削除するまで待機する最大応

答時間を設定します。指定できる範囲Device(config)# ipv6 mld snooping
last-listener-query-interval 2000 は、100～ 32,768ミリ秒です。デフォ

ルト値は 1000（1秒）です。

（任意）VLAN単位で last-listenerクエ
リーインターバルを設定します。この

ipv6 mld snooping vlan vlan-id
last-listener-query-interval interval

例：

ステップ 8

値はグローバルに設定された値を上書

きします。指定できる範囲は、0～Device(config)# ipv6 mld snooping vlan
1 last-listener-query-interval 2000 32,768ミリ秒です。デフォルトは 0で

す。0に設定すると、グローバルな最
後のリスナークエリーインターバルが

使用されます。

（任意）トポロジ変更通知（TCN）を
イネーブルにします。これにより、

ipv6 mld snooping tcn query solicit

例：

ステップ 9

VLANは設定された数のクエリーに関
Device(config)# ipv6 mld snooping tcn
query solicit する IPv6マルチキャストトラフィッ

クすべてをフラッディングしてから、

マルチキャストデータをマルチキャス

トデータの受信を要求するポートに対

してのみ送信します。デフォルトで

は、TCNはディセーブルに設定されて
います。

（任意）TCNがイネーブルの場合、送
信される TCNクエリー数を指定しま

ipv6 mld snooping tcn flood query count
count

例：

ステップ 10

す。指定できる範囲は 1～ 10で、デ
フォルトは 2です。Device(config)# ipv6 mld snooping tcn

flood query count 5

特権 EXECモードに戻ります。endステップ 11

（任意）スイッチまたはVLANのMLD
スヌーピングクエリア情報を確認しま

す。

show ipv6 mld snooping querier [ vlan
vlan-id]

例：

ステップ 12

Device(config)# show ipv6 mld snooping
querier vlan 1
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IPv6 MLDスヌーピングリスナーメッセージ抑制のディセーブル化
デフォルトでは、MLDスヌーピングリスナーメッセージ抑制はイネーブルに設定されていま
す。この機能がイネーブルの場合、スイッチはマルチキャストルータクエリーごとに 1つの
MLDレポートのみを転送します。メッセージ抑制がディセーブルの場合は、複数のマルチキャ
ストルータにMLDレポートが転送されます。

MLDリスナーメッセージ抑制をディセーブルにするには、ユーザ EXECモードで次の手順を
実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場

合）。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

MLDメッセージ抑制をディセーブルに
します。

no ipv6 mld snooping
listener-message-suppression

例：

ステップ 3

Device(config)# no ipv6 mld snooping
listener-message-suppression

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

IPv6MLDスヌーピングレポート抑制が
ディセーブルであることを確認します。

show ipv6 mld snooping

例：

ステップ 5

Device# show ipv6 mld snooping

IPv6 MLDスヌーピング情報の表示
ダイナミックに学習された、あるいはスタティックに設定されたルータポートおよび VLAN
インターフェイスのMLDスヌーピング情報を表示できます。また、MLDスヌーピング用に設
定された VLANの IPv6グループアドレスマルチキャストエントリを表示することもできま
す。
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表 8 : MLDスヌーピング情報表示用のコマンド

目的コマンド

スイッチのすべての VLANまたは指定された VLANのMLDス
ヌーピング設定情報を表示します。

（任意）個々のVLANに関する情報を表示するには、vlan vlan-id
を入力します。指定できる VLAN IDの範囲は 1～ 1001および
1006～ 4094です。

show ipv6 mld snooping [
vlan vlan-id ]

ダイナミックに学習され、手動で設定されたマルチキャストルー

タインターフェイスの情報を表示します。MLDスヌーピングを
イネーブルにすると、スイッチはマルチキャストルータの接続

先であるインターフェイスを自動的に学習します。これらのイン

ターフェイスは動的に学習されます。

（任意）個々のVLANに関する情報を表示するには、vlan vlan-id
を入力します。指定できる VLAN IDの範囲は 1～ 1001および
1006～ 4094です。

show ipv6 mld snooping
mrouter [ vlan vlan-id ]

VLAN内で直前に受信したMLDクエリーメッセージの IPv6ア
ドレスおよび着信ポートに関する情報を表示します。

（任意） vlan vlan-idを入力して、単一のVLAN情報を表示しま
す。指定できる VLAN IDの範囲は 1～ 1001および 1006～ 4094
です。

show ipv6 mld snooping
querier [ vlan vlan-id ]

すべての IPv6マルチキャストアドレス情報あるいはスイッチま
たはVLANの特定の IPv6マルチキャストアドレス情報を表示し
ます。

• count を入力して、スイッチまたは VLANのグループ数を
表示します。

• user を入力して、スイッチまたは VLANのMLDスヌーピ
ングユーザ設定グループ情報を表示します。

show ipv6 mld snooping
address [count | vlan vlan-id]

指定の VLANおよび IPv6マルチキャストアドレスのMLDス
ヌーピングを表示します。

show ipv6 mld snooping
address vlan vlan-id [
ipv6-multicast-address ]

IPv6 MLDスヌーピングの設定例

例：スタティックなマルチキャストグループの設定

次の例では、スタティック IPv6マルチキャストグループを設定する方法を示します。
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Device# configure terminal
Device(config)# ipv6 mld snooping vlan 2 static 3333.0000.1111 interface gigabitethernet
1/0/1
Device(config)# end

例：MLDスヌーピングクエリの設定
次に、MLDスヌーピングのグローバルな堅牢性変数を 3に設定する例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# ipv6 mld snooping robustness-variable 3
Device(config)# exit

次に、VLANのMLDスヌーピングの最後のリスナークエリーカウントを 3に設定する例を示
します。

Device# configure terminal
Device(config)# ipv6 mld snooping vlan 200 last-listener-query-count 3
Device(config)# exit

次に、MLDスヌーピングの最後のリスナークエリーインターバル（最大応答時間）を 2000
（2秒）に設定する例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# ipv6 mld snooping last-listener-query-interval 2000
Device(config)# exit

例：MLD即時脱退のイネーブル化
次に、VLAN 130でMLD即時脱退をイネーブルにする例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# ipv6 mld snooping vlan 130 immediate-leave
Device(config)# exit

IPv6 MLDスヌーピングの機能履歴と情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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変更内容リリース機能名

この機能が導入されました。Cisco IOS Release 15.2(7)E3kIPv6 MLDスヌーピング

Cisco IOSリリース 15.2(8)E（Catalystマイクロスイッチシリーズ）IPマルチキャストスヌーピングコンフィギュレーションガイ
ド

46

IPv6 MLDスヌーピングの設定

IPv6 MLDスヌーピングの機能履歴と情報


	Cisco IOS リリース 15.2(8)E（Catalyst マイクロスイッチ シリーズ）IP マルチキャスト スヌーピング コンフィギュレーション ガイド
	Full Cisco Trademarks with Software License
	目次
	IGMP スヌーピングの設定
	IGMP スヌーピングの前提条件
	IGMP スヌーピングの制約事項
	IGMP スヌーピングについて
	IGMP スヌーピング
	IGMP のバージョン
	マルチキャスト グループへの加入
	マルチキャスト グループからの脱退
	即時脱退
	IGMP 脱退タイマーの設定
	IGMP レポート抑制
	IGMP スヌーピングのデフォルト設定

	IGMP フィルタリングおよびスロットリング
	IGMP フィルタリングおよび IGMP スロットリングのデフォルト設定


	IGMP スヌーピングを設定する方法
	デバイスでの IGMP スヌーピングのイネーブル化またはディセーブル化
	VLAN インターフェイスでの IGMP スヌーピングのイネーブル化またはディセーブル化
	マルチキャスト ルータ ポートの設定
	グループに加入するホストの静的な設定
	IGMP 即時脱退のイネーブル化
	IGMP 脱退タイマーの設定
	IGMP スヌーピング クエリアの設定
	IGMP レポート抑制のディセーブル化
	IGMP プロファイルの設定
	IGMP プロファイルの適用
	IGMP グループの最大数の設定
	IGMP スロットリング アクションの設定

	IGMP スヌーピングのモニタリング
	IGMP スヌーピング情報の監視
	IGMP フィルタリングのモニタリング

	IGMP スヌーピングの設定例
	例：マルチキャスト ルータへの静的な接続のイネーブル化
	例：グループに加入するホストの静的な設定
	例：IGMP 即時脱退のイネーブル化
	例：IGMP スヌーピング クエリアの送信元アドレスの設定
	例：IGMP スヌーピング クエリアの最大応答時間の設定
	例：IGMP スヌーピング クエリア タイムアウトの設定
	例：IGMP スヌーピング クエリア機能の設定
	例：IGMP プロファイルの設定
	例：IGMP プロファイルの適用
	例：IGMP グループの最大数の設定

	IGMP スヌーピングの機能履歴と情報

	IPv6 MLD スヌーピングの設定
	IPv6 MLD スヌーピングについて
	MLD スヌーピングの概要
	MLD メッセージ
	MLD クエリー
	マルチキャスト クライアント エージングの堅牢性
	マルチキャスト ルータ検出
	MLD レポート
	MLD Done メッセージおよび即時脱退
	TCN 処理
	MLD スヌーピングのデフォルト設定

	IPv6 MLD スヌーピングの設定方法
	MLD スヌーピング設定時の注意事項
	スイッチでの IPv6 MLD スヌーピングのイネーブル化またはディセーブル化
	VLAN に対する IPv6 MLD スヌーピングのイネーブル化またはディセーブル化
	スタティックなマルチキャスト グループの設定
	IPv6 MLD スヌーピング即時脱退のイネーブル化
	IPv6 MLD スヌーピングクエリの設定
	IPv6 MLD スヌーピング リスナー メッセージ抑制のディセーブル化

	IPv6 MLD スヌーピング情報の表示
	IPv6 MLD スヌーピングの設定例
	例：スタティックなマルチキャストグループの設定
	例：MLD スヌーピングクエリの設定
	例：MLD 即時脱退のイネーブル化

	IPv6 MLD スヌーピングの機能履歴と情報


